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⽶国で感染症対策に活⽤された
ロボティクスの技術

新型コロナウイルスの感染が世界規模で拡⼤する中、世界各地で感染拡⼤を阻⽌し早期に収束させ
ようと、ロボティクス技術が活⽤されています。今回は、ユースケース（活⽤事例）が拡⼤している
⽶国の事例を紹介します。

上記銘柄について、売買を推奨するものでも、将来の価格の上昇または下落を示唆するものでもありません。
また、当社ファンドにおける保有、非保有、および将来の個別銘柄の組み入れまたは売却を示唆するものでもありません。

⼤⼿IT企業が持つ演算能⼒の⾼いコンピュータで開発時間の短縮を図る狙いです。このほか、統計
解析会社のSASが⽶国⾷品医薬品局など政府省庁と協⼒し、世界中の患者に関する情報を機械学習

※イメージです。

※イメージです。

20年3⽉、⽶国においてスーパーコンピュータで新型コロナウイルスの治療法を研究する官
⺠⼀体のコンソーシアムが発⾜しました。ウイルスに対する研究は膨⼤な計算が必要なため、

で分析し、ウイルスの拡散経路を予測するサービスを提供しています。
また、ニューヨーク⼤学は中国の病院と共同で、重症化する感染者
を最⼤80％の精度で予測できるAIツールを開発しました。開発に当
たっては、中国の患者のデータが共有され、医療リソースが不⾜する
中、現場の意思決定の補助となることが期待されています。
なお、⽇本の学界関係者は「ワクチンなど創薬の⽅⾯でもAIは活躍
していくはずだ」、と今後の⾒通しを語っています。

⽶国で初めて感染判定を受けた患者の治療にあたったプロビデンス・メディカルセンターで
は、遠隔操作型医療⽀援ロボットを活⽤して、隔離病棟にいる患者とコミュニケーションを

とりながら診察を⾏なっています。このほか、メイヨー・クリニックでは、⾃⽴⾛⾏型シャトルが

⽶国でウイルス感染の⽔際対策に活⽤されたロボティクス技術とは

⽶⼤⼿IT企業が⼒を⼊れるウイルス対策とは

新型コロナウイルスの封じ込めや治療においては、ロボティクス技術がさまざまな⽤途で活⽤され
ており、今後、得られた知⾒やノウハウをベースにさらなる進化が期待されます。

（当レポートは、株式会社ロボティアの情報をもとに日興アセットマネジメントが作成しています。）

このように、⽶国では、感染症の⽔際対策にロボティクスの技術が随所に活かされています。

ドライブスルー検査場で収集した検体などを施設まで運んでいます。
また、⽶疾病対策予防センターでは、チャットボットを導⼊して、
ウイルス感染が疑われる症状がある場合の対処⽅法を伝えています。
⼀⽅、⾶⾏機の滅菌を専⾨とするダイマーUVCイノベーションズ
は、航空会社のウイルス拡散防⽌を⽀援するために、紫外線を客室
内に照射して殺菌するロボット「GermFalcon」を無償提供しまし
た。同社のロボットは、サイズが⼤きく汎⽤性が低い医療施設向け
と違い、コンパクトな設計で、⾶⾏機内部の殺菌に特化しています。


